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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 象 物 を 収 容 す る 本 体 と 、 前 記 本 体 に 収 容 さ れ る 前 記 対 象 物 を 出 し 入 れ す る た め の 円 筒  
状 の 口 と を 備 え 、 前 記 口 の 外 周 面 上 に ね じ 山 と 、 並 行 し て 走 る ２ 筋 の 前 記 ね じ 山 間 の ね じ  
溝 と を も つ 、 ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 口 の 外 周 面 の 前 記 ね じ 溝 上 に 点 在 す る 、 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 を 有 し 、
　 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の 高 さ が 、 前 記 ね じ 山 の 高 さ よ り 低 く 、
　 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 が 、 前 記 口 の 前 記 外 周 面 上 の 中 心 軸 回 り の ９ ０ 度 以 上 １  
８ ０ 度 以 下 の 広 が り を も つ 第 １ の 角 度 範 囲 に 点 在 し 、
　 前 記 口 の 前 記 外 周 面 上 の 前 記 中 心 軸 回 り の 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 外 の 第 ２ の 角 度 範 囲 に は  
、 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と 機 能 お よ び 構 成 の 等 価 な 突 起 は 存 在 せ ず 、
前 記 口 と キ ャ ッ プ が 螺 合 し た 時 、 前 記 キ ャ ッ プ の ね じ 山 が 、 前 記 口 の 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み  
抑 制 用 突 起 の そ れ ぞ れ の 上 に 乗 り あ が り 、 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 が 前 記 キ ャ ッ プ  
を 外 径 方 向 へ 押 す よ う に 構 成 さ れ る
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 が 、 前 記 並 行 し て 走 る ２ 筋 の ね じ 山 間 を 架 橋 す る 、
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　6　（全8頁）
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　 請 求 項 １ 乃 至 ２ の い ず れ か 一 項 記 載 の ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 並 行 し て 走 る ２ 筋 の ね じ 山 間 の 前 記 ね じ 溝 以 外 の 領 域 に は 、 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と  
機 能 お よ び 構 成 の 等 価 な 突 起 が 存 在 し な い 、
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 ね じ 溝 に 沿 っ て 、 前 記 ね じ 山 の 始 端 部 に よ り 近 い 場 所 に あ る 隣 り 合 う 前 記 緩 み 抑 制  
用 突 起 間 の 間 隔 に 比 較 し て 、 前 記 ね じ 山 の 終 端 部 に よ り 近 い 場 所 に あ る 隣 り 合 う 前 記 緩 み  
抑 制 用 突 起 間 の 間 隔 の 方 が 、 よ り 短 い 、
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 ね じ 溝 に 沿 っ て 、 前 記 ね じ 山 の 始 端 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と  
前 記 始 端 部 と の 間 の 距 離 の 方 が 、 前 記 ね じ 山 の 終 端 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 前 記 緩 み 抑 制  
用 突 起 と 前 記 終 端 部 と の 間 の 距 離 と 比 較 し て 、 よ り 長 い 、
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、
　 前 記 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の 高 さ が 、 前 記 ね じ 山 の 高 さ の ほ ぼ ２ 分 の １ で あ る 、
ね じ 口 付 き 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば ス プ レ ー ボ ト ル や 飲 料 ボ ト ル な ど の 液 体 用 の 容 器 と し て 使 わ れ る こ と  
の 多 い ね じ 口 付 き 容 器 に 関 し 、 特 に 、 ね じ 口 に 螺 合 さ れ た キ ャ ッ プ の 意 図 し な い 緩 み を 抑  
制 す る た め の 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ね じ 口 付 き 容 器 に 螺 合 さ れ た キ ャ ッ プ を 緩 み に く く す る 公 知 技 術 が 、 例 え ば 特 許 文 献 １  
～ ３ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 容 器 で は 、 容 器 の 口 部 の 雄 ね じ に 係 止 突 起 が 設 け ら れ 、 キ ャ ッ プ の  
雌 ね じ に 緩 み 防 止 突 起 が 設 け ら れ る 。 キ ャ ッ プ を 口 部 に 完 全 に 螺 合 さ せ た 時 、 両 突 起 が 係  
合 し て 、 キ ャ ッ プ を 緩 み に く く す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 文 献 ２ に 記 載 の 容 器 で は 、 容 器 の 開 口 部 の 多 条 雄 ね じ の 少 な く と も 一 つ の ね じ 山 の 終 端  
部 近 傍 に 、 下 向 き の 突 起 が 設 け ら れ る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ の 雌 ね じ の 少 な く と も 一 つ の ネ ジ  
溝 に 、 高 さ の 低 い さ ら な る ね じ 山 が 設 け ら れ る 。 キ ャ ッ プ を 開 口 部 に 完 全 に 螺 合 さ せ た 時  
、 下 向 き の 突 起 が キ ャ ッ プ の ね じ 山 を 下 方 へ 押 す と と も に 、 キ ャ ッ プ の さ ら な る ね じ 山 が  
開 口 部 の ね じ 山 を 水 平 に 押 し て 、 キ ャ ッ プ を 緩 み に く く す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 容 器 で は 、 そ の 口 元 部 の 雄 ね じ の う ち 、 最 下 部 の 雄 ね じ に 連 接 し た  
谷 部 に 、 少 な く と も ３ 個 の 突 起 が ほ ぼ 等 間 隔 に 設 け ら れ る 。 キ ャ ッ プ を 口 元 部 に 完 全 に 螺  
合 さ せ た 時 、 突 起 が キ ャ ッ プ の ね じ 山 に 当 接 し て キ ャ ッ プ を 外 方 へ 押 し 拡 げ て 、 キ ャ ッ プ  
を 緩 み に く く す る 。 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 2 0 1 5 - 0 3 0 4 8 3 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 1 1 - 2 9 2 1 1 1 号 公 報
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【 文 献 】 実 開 昭 6 2 - 1 9 9 4 9 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 目 的 は 、 ね じ 口 付 き 容 器 に お い て 、 ね じ 口 に 螺 合 さ れ た キ ャ ッ プ を 効 果  
的 に 緩 み に く く す る た め の ね じ 口 の 新 規 な 構 成 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う 、 ね じ 口 付 き 容 器 は 、 対 象 物 を 収 容 す る 本 体 と 、 前 記 本 体 の 前 記 対 象  
物 を 出 し 入 れ す る た め の 円 筒 状 の 口 と を 備 え 、 前 記 口 の 外 周 面 上 に ね じ 山 を も ち 、   前 記  
口 の 外 周 面 の ね じ 溝 上 に 点 在 す る 、 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 を 有 す る 。 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制  
用 突 起 の す べ て の 高 さ が 、 前 記 ね じ 山 の 高 さ よ り 低 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の す べ て が 、 前 記 口 の 前 記 外 周 面 上 の 中 心 軸 回 り の １ ８ ０ 度  
の 角 度 範 囲 に 相 当 す る 正 面 領 域 内 に 配 置 さ れ る 。 前 記 口 の 前 記 外 周 面 上 の 前 記 正 面 領 域 と  
は 逆 側 の １ ８ ０ 度 の 角 度 範 囲 に 相 当 す る 背 面 領 域 に は 、 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と 機 能 お よ び  
構 成 の 等 価 な 突 起 は 存 在 し な い 。 さ ら に 、 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 が 、 前 記 正 面 領 域 内  
の 中 心 軸 回 り の ９ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 の 広 が り を も つ 角 度 範 囲 に 点 在 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う ね じ 口 付 き 容 器 で は 、 前 記 口 の 外 周 面 上 の 一 部 の 領 域 で 、 前 記 ね じ 山  
が ２ 筋 並 行 し て 走 る 。 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の 少 な く と も 一 つ ま た は 全 て が 、 前 記 並  
行 し て 走 る ２ 筋 の ね じ 山 間 を 架 橋 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う ね じ 口 付 き 容 器 で は 、 前 記 ね じ 山 が 、 前 記 口 の 外 周 面 を １ ． ５ 周 以 上  
２ ． ０ 周 以 下 の 旋 回 数 だ け 旋 回 す る 。 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の す べ て が 、 前 記 ね じ 山  
が ２ 筋 並 行 し て 走 る 角 度 範 囲 内 に 点 在 す る 。 前 記 ね じ 山 が １ 筋 の み 走 る 角 度 範 囲 に は 、 前  
記 緩 み 抑 制 用 突 起 と 機 能 お よ び 構 成 の 等 価 な 突 起 が 存 在 し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う ね じ 口 付 き 容 器 は 、 ３ 個 以 上 の 緩 み 抑 制 用 突 起 を 有 す る 。 前 記 ね じ 溝  
に 沿 っ て 、 前 記 ね じ 山 の 始 端 部 に よ り 近 い 場 所 に あ る 隣 り 合 う 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 間 の 間  
隔 に 比 較 し て 、 前 記 ね じ 山 の 終 端 部 に よ り 近 い 場 所 に あ る 隣 り 合 う 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 間  
の 間 隔 の 方 が 、 よ り 短 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う ね じ 口 付 き 容 器 で は 、 前 記 ね じ 溝 に 沿 っ て 、 前 記 ね じ 山 の 前 記 始 端 部  
に 最 も 近 い 位 置 に あ る 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と 前 記 始 端 部 と の 間 の 距 離 の 方 が 、 前 記 ね じ 山  
の 前 記 終 端 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 前 記 緩 み 抑 制 用 突 起 と 前 記 終 端 部 と の 間 の 距 離 と 比 較  
し て 、 よ り 長 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に 従 う ね じ 口 付 き 容 器 で は 、 前 記 複 数 の 緩 み 抑 制 用 突 起 の 高 さ が 、 前 記 ね じ  
山 の 高 さ の ほ ぼ ２ 分 の １ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る ね じ 口 付 き 容 器 の 口 の 正 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 同 容 器 の 口 の 背 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 同 容 器 の 口 を 、 ね じ 溝 に 沿 っ た X - X 線 （ 図 １ と 図 ２ 参 照 ） で 切 断 し て 見 た 横 断 面  
図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 同 容 器 の 口 の 壁 を 、 突 起 を 通 る Y - Y 線 （ 図 ３ 参 照 ） で 切 断 し て 見 た 縦 断 面 図 を 示  
す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 以 下 、 一 実 施 形 態 に か か る ね じ 口 付 き 容 器 （ 以 下 、 単 に 容 器 と い う ） を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ と 図 ２ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 一 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ の 口 ３ の 正 面 図 と 背 面 図 を 示 す 。 ま  
た 、 図 ３ は 、 同 容 器 １ の 口 ３ を 、 ね じ 溝 ８ に 沿 っ た X - X 線 （ 図 １ と 図 ２ 参 照 ） で 切 断 し て  
見 た 横 断 面 図 を 示 す 。 図 ４ は 、 同 容 器 １ の 口 ３ の 側 壁 を 、 一 つ の 突 起 ９ を 通 る Y - Y 線 （ 図  
３ 参 照 ） で 切 断 し て 見 た 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 図 ３ の 横 断 面 図 で は 、 実 際 に は 見 え な い ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ か ら 前 半 の 部 分 が  
、 一 点 鎖 線 を 使 っ た 仮 想 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ と 図 ２ に 示 す よ う に 、 容 器 １ は 、 液 体 な ど の 対 象 物 を 収 容 す る 中 空 の 本 体 ２ と 、 本  
体 ２ に 対 象 物 を 入 れ た り 本 体 ２ か ら 対 象 物 を 出 し た り す る た め の 口 ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 口 ３ は 、 本 体 ２ に 接 続 し て そ の 内 側 空 間 が 本 体 ２ 内 部 の 空 間 と 連 通 し た 円 筒 体 ５ と 、 円  
筒 体 ５ の 外 周 面 上 に 設 け ら れ た １ 本 の ね じ 山 ７ と を 有 す る 。 ね じ 山 ７ は 口 ３ を 雄 ね じ と し  
て 機 能 さ せ る 。 口 ３ に は 、 雌 ね じ と し て 機 能 す る キ ャ ッ プ （ 図 示 省 略 ） が 螺 合 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 口 ３ の 外 周 面 を 旋 回 す る ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ か ら 終 端 部 ７ ２ ま で の 旋 回 数 は 、 実 質 的  
に １ ． ５ 周 以 上 ２ ． ０ 周 以 下 で あ る 。 つ ま り 、 口 ３ に キ ャ ッ プ を 完 全 に 螺 合 さ せ た め に 必  
要 な キ ャ ッ プ の 回 転 数 は 、 実 質 的 に １ ． ５ 回 転 以 上 ２ ． ０ 回 転 以 下 で あ る 。 こ の 程 度 の 回  
転 数 で あ れ ば 、 キ ャ ッ プ を 口 ３ に 螺 合 し た り 螺 合 を 外 し た り す る と き の 回 転 操 作 に 、 ユ ー  
ザ は 格 別 の 面 倒 を 感 じ な い と と も に 、 後 述 す る キ ャ ッ プ の 緩 み 抑 制 の た め の 構 成 要 素 が 期  
待 さ れ る 効 果 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 完 全 螺 合 に 必 要 な キ ャ ッ プ の 回 転 数 が ２ ． ０ 回 転 よ り 多 い と 、 ユ ー ザ が キ ャ ッ プ の 回 転  
操 作 に 面 倒 を 感 じ て し ま う 。 完 全 螺 合 に 必 要 な キ ャ ッ プ の 回 転 数 が １ ． ５ 回 転 よ り 少 な い  
と 、 後 述 す る キ ャ ッ プ の 緩 み 抑 制 の 効 果 が 落 ち る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ か ら 終 端 部 ７ ２ ま で の 旋 回  
数 は 、 １ ． ５ 回 転 強 （ １ ． ６ 回 転 弱 ） で あ る が 、 こ れ は 一 つ の 実 用 的 な 例 示 に す ぎ な い 。  
ほ ぼ ２ ． 0 周  （ 図 ３ で 、 始 端 部 ７ １ が 終 端 部 ７ ２ と ほ ぼ 重 な り 合 っ た 状 態 ） ま で 、 ね じ 山  
７ の 旋 回 数 を 増 や し て も い い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 口 ３ に 螺 合 さ れ 得 る キ ャ ッ プ は 、 口 ３ を 閉 じ る た め だ け の シ ン プ ル な 蓋 キ ャ ッ プ で あ っ  
て も よ い し 、 あ る い は 、 容 器 ３ 内 の 液 体 対 象 物 を 吸 い 上 げ て 外 部 へ 噴 射 で き る ス プ レ ー 機  
構 を 備 え た ス プ レ ー キ ャ ッ プ で あ っ て も よ い し 、 あ る い は 、 そ の 他 の 目 的 の キ ャ ッ プ で あ  
っ て も よ い 。 あ る 種 の ス プ レ ー キ ャ ッ プ の よ う に 、 そ の 全 体 形 状 が 円 筒 形 で な い キ ャ プ が  
口 ３ に 螺 合 さ れ た 場 合 、 容 器 １ の 使 用 時 や 搬 送 時 な ど に 、 ユ ー ザ の 意 図 し な い 回 転 力 が そ  
の キ ャ ッ プ に 加 わ り や す い 。 そ の よ う な キ ャ ッ プ に 加 わ る 回 転 力 が 原 因 で 、 キ ャ ッ プ の 口  
３ と 口 と の 螺 合 が 意 図 ぜ ず に 緩 む お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 意 図 し な い キ ャ ッ プ の 緩 み を 抑 制 す る た め に 、 口 ３ は 、 以 下 に 説 明 す る 構 成  
要 素 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 す な わ ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 口 ３ の 外 周 面 の ね じ 溝 ８ 上 に 、 １ 個 ま た は 複 数 個 の 突 起  
９ が 点 在 す る よ う に 設 け ら れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ３ 個 の 突 起 ９ A と ９ B と ９ C が 設  
け ら れ て い る が 、 こ れ は 一 つ の 実 用 的 な 例 示 で あ り 、 突 起 の 数 を ３ 個 よ り 多 く ま た は 少 な  
く す る 設 計 も 可 能 で あ る 。 そ れ ら の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に  
、 口 ３ に 螺 合 さ れ た キ ャ ッ プ を 緩 み に く く す る 役 目 を も つ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 そ れ ら の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 高 さ は 、 図 １ 、 ３ 、 ４ に 示 す よ う に 、 口 ３ の 外 周  
の ね じ 山 ７ の 高 さ よ り 低 い 。 そ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ と 口 ３ と の 螺 合 機 能 が 確 保 さ れ る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 高 さ は 、 ね じ 山 ７ の 高 さ の ほ ぼ ２ 分 の １ で あ  
る が 、 こ れ は 一 つ の 実 用 的 な 例 示 で あ り 、 前 者 が 後 者 の ２ 分 の １ よ り 低 く て も い い し 、 ２  
分 の １ よ り 高 く て も 良 い 。 飲 料 ボ ト ル や ス プ レ ー ボ ト ル な ど と し て 一 般 的 な 消 費 者 市 場 に  
出 回 っ て い る 、 キ ャ ッ プ も 口 ３ も と も に プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 の 普 及 サ イ ズ の （ 例 え ば 数 百 ｃ  
ｃ 前 後 の 容 量 を も つ ） ボ ト ル 製 品 で 用 い ら れ る 寸 法 設 計 で は 、 口 ３ の ね じ 山 ７ の 高 さ が ２  
ｍ ｍ 前 後 で あ る 。 こ の よ う な 寸 法 設 計 の 場 合 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 高 さ は ね じ 山  
７ の 高 さ の ほ ぼ ２ 分 の １ が 、 螺 合 機 能 と 緩 み 抑 制 機 能 の 両 方 を 確 保 す る 上 で 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 緩 み を 抑 制 す る た め の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の す べ て は 、 図 １ 、 ２ 、 ３ に 示 し よ う  
に 、 口 ３ の 外 周 面 の う ち 、 口 ３ の 中 心 軸 回 り の 角 度 範 囲 で 実 質 的 に １ ８ ０ 度 の 範 囲 に 相 当  
す る 領 域 （ 例 え ば 、 図 １ に 示 さ れ た 正 面 領 域 ） 内 に 点 在 し て い る 。 他 方 、 口 ３ の 外 周 面 の  
う ち 、 上 記 正 面 領 域 と は 反 対 側 の 実 質 １ ８ ０ 度 の 角 度 範 囲 に 相 当 す る 領 域 （ 例 え ば 、 図 ２  
に 示 さ れ た 背 面 領 域 ） 内 に は 、 緩 み 抑 制 用 の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） と 機 能 的 に も 構 造  
的 に も 同 等 の 構 成 要 素 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の す べ て が 、 口 ３ の 外 周 面 の 中 心 軸 回 り で １ ８  
０ 度 の 範 囲 の 領 域 （ 以 下 、 正 面 領 域 と い う ） 内 に 点 在 す る こ と で 、 キ ャ ッ プ が 口 ３ に 螺 合  
さ れ た と き 、 キ ャ ッ プ の ね じ 山 が 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） 上 に 乗 り 上 げ る た め 、 キ ャ ッ  
プ が 口 ３ の 正 面 領 域 側 の 外 径 方 向 へ 押 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ は 、 口 ３ の 外 周 面 の  
正 面 領 域 と は 反 対 側 の 突 起 の 無 い 領 域 （ 以 下 、 背 面 領 域 と い う ） に 、 そ の １ ８ ０ 度 の 角 度  
範 囲 の ほ ぼ 全 範 囲 に 近 い 広 い 範 囲 に わ た っ て 、 引 き 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 正 面 領 域 で  
は 口 ３ の 複 数 の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） と キ ャ ッ プ の ね じ 山 と の 間 に 摩 擦 力 が 生 ま れ 、  
背 面 領 域 で は 、 １ ８ ０ 度 の 角 度 範 囲 に 近 い 広 い 範 囲 に わ た り 口 ３ と キ ャ ッ プ と の 間 に 摩 擦  
力 が 生 ま れ る の で 、 キ ャ ッ プ が 口 ３ に 対 し て 緩 み に く い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 緩 み 抑 制 効 果 を 得 る た め に 、 キ ャ ッ プ と 口 ３ の 双 方 ま た は 少 な く と も 一 方 は 、 プ ラ  
ス テ ィ ッ ク の よ う な 可 撓 性 と 弾 性 の 双 方 の 特 性 を 備 え た 材 料 で 作 ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 実 施 形 態 に か か る 容 器 １ で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 点 在  
す る 口 ２ の 外 周 面 の 中 心 軸 回 り の 角 度 範 囲 （ 換 言 す れ ば 、 も っ と も 遠 く 離 れ た ２ つ の 突 起  
９ A と ９ C 間 の 角 度 範 囲 ） は 、 ほ ぼ １ ５ ０ 度 で あ る が 、 こ れ は 一 つ の 実 用 的 な 例 示 で あ り 、  
こ の 角 度 範 囲 は １ ５ ０ 度 よ り 大 き く て も 、 小 さ く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 た だ し 、 上 述 し た よ う に 、 キ ャ ッ プ を 口 ３ の 正 面 領 域 の 方 へ 引 っ 張 る こ と で キ ャ ッ プ を  
背 面 領 域 の 広 い 範 囲 に 押 し 付 け て キ ャ ッ プ を 緩 み に く く す る と い う 効 果 を 得 る に は 、 口 ３  
の 外 周 面 の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） が 点 在 す る （ 換 言 す れ ば 、 も っ と も 遠 く 離 れ た ２ つ  
の 突 起 ９ A と ９ C 間 の ） 角 度 範 囲 の 広 が り は 、 ９ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 で あ る こ と が 好 ま し  
く 、 そ れ よ り 狭 い 範 囲 に 突 起 ９ が 密 集 す る の は 好 ま し く な い 。 よ り 好 ま し く は 、 １ ２ ０ 度  
以 上 １ ８ ０ 度 以 上 の 広 が り を も つ 角 度 範 囲 に 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） が 点 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ３ 個 以 上 の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） を 口 ３ の 外 周 面 の 正 面 領 域 に 点 在 さ せ る 場 合 、 そ  
れ ら の 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） は 等 間 隔 で 配 置 さ れ て も （ つ ま り 、 隣 り 合 う 突 起 ９ 間 の  
間 隔 が ど の 場 所 で も 等 し く て も ） よ い し 、 あ る い は 、 不 等 間 隔 で 配 置 さ れ て も （ つ ま り 、  
隣 り 合 う 突 起 ９ 間 の 間 隔 が 場 所 に よ り 異 な っ て も ） よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ね じ 溝 ８ に 沿 っ て 、 ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ に よ り 近 い 場 所 に あ る 隣 接  
す る ２ つ の 突 起 ９ A と ９ B 間 の 間 隔 に 比 べ て 、 ね じ 山 ７ の 終 端 部 ７ ２ に よ り 近 い 場 所 に あ る  
隣 接 す る ２ つ の 突 起 ９ B と ９ C 間 の 間 隔 の 方 が 、 幾 分 で は あ る が 短 い 。 換 言 す れ ば 、 ね じ 山  
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の 終 端 部 ７ ２ に よ り 近 い 場 所 ほ ど 、 始 端 部 ７ １ に よ り 近 い 場 所 よ り 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と  
９ C ） の ネ ジ 溝 ８ に 沿 っ た 間 隔 が 幾 分 短 い （ つ ま り 、 終 端 部 ７ ２ に よ り 近 い ほ ど 突 起 ９ の  
配 置 密 度 が 高 い ） 。 こ れ に よ り 、 口 ３ の ね じ 山 ７ の 終 端 部 ７ ２ に よ り 近 い 部 分 に 螺 合 し た  
キ ャ ッ プ の ね じ 山 の 部 分 が 、 口 ３ の ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ に よ り 近 い 部 分 に 螺 合 し た キ ャ  
ッ プ の ね じ 山 の 部 分 に 比 較 し て 、 よ り 強 く 外 径 方 向 へ 押 さ れ る こ と に な る 。 そ れ に よ り 、  
キ ャ ッ プ を 口 ３ の 基 端 部 の 方 向 へ （ 要 す る に 下 方 へ ） 引 き 付 け る 力 が 働 く 。 こ れ に よ り 、  
キ ャ ッ プ と 口 ３ の 上 端 の 開 口 と の 間 の 密 着 性 が 良 く 確 保 さ れ る と 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ね じ 溝 ８ に 沿 っ て 、 ね じ 山 ７ の 始 端 部 ７ １ に 最 も 近 い 位 置 に あ る 突 起 ９ A と 始 端 部 ７ １  
と の 間 の 距 離 （ 以 下 、 始 端 余 裕 距 離 と い う ） は 、 ね じ 山 ７ の 終 端 部 ７ ２ に 最 も 近 い 位 置 に  
あ る 突 起 ９ C と 終 端 部 ７ ２ と の 間 の 距 離 （ 以 下 、 終 端 余 裕 距 離 ） と 比 べ て 、 等 し く て も よ  
い し 、 等 し く な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 始 端 余 裕 距 離 の 方 が 終 端 余 裕 距 離 よ り 幾 分 長 い 。  
換 言 す れ ば 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 設 け ら れ た 角 度 範 囲 は 、 山 ７ の 始 端 部 ７ １ よ り  
も 終 端 部 ７ １ に よ り 近 い 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 口 ３ と キ ャ ッ プ と の 間 の 始 端 部  
７ １ で の 螺 合 が 十 分 に 確 保 さ れ る の で 、 キ ャ ッ プ と 口 ３ の 上 端 の 開 口 と の 間 の 密 着 性 が 良  
く 確 保 さ れ る と 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 口 ３ の 周 り を １ ． ５ 周 か ら ２ ． ０ 周 に  
わ た り 旋 回 す る ね じ 山 ７ が ２ 筋 並 行 し て 走 っ て い る 角 度 範 囲 に 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C  
） の す べ て が 点 在 し て い る 。 逆 に 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ね じ 山 ７ が １ 筋 の み し  
か 走 っ て い な い 角 度 範 囲 に は 、 突 起 ９ と 機 能 的 に も 構 成 的 に も 等 価 な 構 成 要 素 は 設 け ら れ  
て い な い 。 こ れ に よ り 、 ね じ 山 ７ が １ 筋 し か 走 っ て い な い 領 域 で は 、 キ ャ ッ プ が ね じ 山 ７  
に 引 き 付 け ら れ る の で 、 １ 筋 だ け の ね じ 山 ７ の 螺 合 性 能 の 弱 さ が 補 償 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 突 起 ９ （ ９ A と ９ B と ９ C ） の 少 な く と も 一 つ （ 好 ま し く は 、 す べ て  
） が 、 並 行 し て 走 る ２ 筋 の ね じ 山 ７ 間 を 架 橋 す る よ う に （ 換 言 す れ ば 、 一 方 の ね じ 山 ７ か  
ら 他 方 の ね じ 山 ７ ま で 、 途 中 で そ の 高 さ が ね じ 溝 ８ レ ベ ル ま で 落 ち た り 途 切 れ た り す る こ  
と な し に 、 所 定 以 上 の 高 さ を 維 持 し て 連 続 す る ） よ う に 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 次 の 効  
果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 も し 、 口 ３ に 螺 合 し た キ ャ ッ プ が 意 図 せ ず に 多 少 緩 ん で し ま っ  
た 場 合 、 ね じ 山 の 遊 び 分 だ け 、 キ ャ ッ プ が 口 ３ に 対 し て 中 心 軸 方 向 （ 要 す る に 上 下 方 向 ）  
に ガ タ つ く よ う に な る 。 し か し 、 そ の よ う な ガ タ つ き が 起 き て も 、 突 起 ９ が 上 下 の ね じ 山  
５ 間 を 架 橋 し て い る の で 、 キ ャ ッ プ の ね じ 山 は そ の 突 起 ９ か ら 外 れ れ う こ と な く 、 依 然 と  
し て 突 起 ９ に 乗 り 上 が っ た ま ま で お り 、 突 起 ９ か ら 依 然 と し て 押 し 上 げ ら れ て た ま ま な の  
で 、 キ ャ ッ プ の 緩 み が さ ら に 進 行 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 は 、 説 明 の た め の 単 な る 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を そ れ ら の  
実 施 形 態 の み に 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 本 発 明 は 、 上 記 の 実 施 形 態 と は 違 う さ ま ざ ま な 形  
態 で 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１   ね じ 口 付 き 容 器 （ 容 器 ）
２   本 体
３   口
５   円 筒 体
７   ね じ 山
７ １   ね じ 山 の 始 端 部
７ ２   ね じ 山 の 終 端 部
８   ね じ 溝
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９ （ ９ A 、 ９ B 、 ９ C ）   突 起
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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